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製品・システムの概要

先進性についての説明

https://www.tmeic.co.jp/product/innovation/tmfog/

 TMfogは、圧縮空気と水で微細な霧を発生させ、加湿する二流体加湿器である。
 新原理二流体ノズルの採用と噴霧量連続比例制御に対応した事で、従来水加湿適用が困難だった設置環
境に、水加湿の適用を可能とする。
 蒸気発生時に燃料を使用する蒸気加湿と異なり、水を噴霧して加湿する事で、環境負荷とランニングコ
ストの低減に大きく貢献する。
 本設備で蒸気加湿装置を置き換えた場合、蒸気発生に使用する燃料と蒸発潜熱に相当する冷却に要する
冷凍機電力削減により、従来式の蒸気加湿と比較して約85％のコスト低減効果、約88％の省エネ効果が
見込まれ、燃料不使用による脱炭素化が可能である。
 従来の水加湿装置と比較しても、純水の消費量、圧縮空気の使用量が少ないため、ランニングコストの
低減が可能になる。
 噴霧量比例制御と高い加湿性能により、外気温湿度変化に対しても追従性が良く、湿度を一定に維持す
ることが可能である。
 本設備は加湿性能が高く、ノズルはコンパクトかつ自由に配置が可能なため、室内や外調機内などの
他、パッケージエアコン内部など比較的狭い空間でも設置可能である。クリーンルーム向けでは、パッ
ケージエアコン内部、クリーンルームのリターンシャフト、アンダーフロアなどにノズルを設置した事
例がある。

導入可能な主な業種・分野

連絡先
メールアドレス：info-TMfog＠tmeic.co.jp
電話　　　　　：03-3277-4414

導入対象となる分野・プロセス

145

181.8

 本設備は二流体加湿器で有りながら、噴霧量連続比例制御に対応した事で、従来のON/OFF制御では水加
湿の適用が困難だった設置環境に、水加湿の適用を可能とした。
比例制御への対応以外にも、従来の水加湿装置と比較して、以下の先進性を持つ。
・新原理の二流体ノズルにより、従来の二流体ノズルと比較して圧縮空気の消費量を約1/3(当社比)に低
減。
・蒸気加湿と同様に加湿に必要な水分を噴霧する仕組みのため、通年で一定の通水を行う滴下浸透式加
湿装置と比較して、年間を通した純水の消費量が1/5～1/10程度で済む。
・高い加湿性能を持ち、滞空時間0.4秒で飽和効率90％以上の加湿が可能。空調機内部など比較的狭い空
間でも高い加湿能力を得ることができるため、滴下浸透気化式で問題となる、加湿器入口での加熱や加
湿材の増段に伴う搬送動力増大等の問題を回避することができる。

8,000,000

空気調和機、加湿プロセス

工場・事業場当たりの想定省エネ率 －

E.製造業 A.農業、林業 G.情報通信業

88.0設備・システム当たりの想定省エネ率

TMF■-■

１台又は１式当たりの想定導入価格（参考）

保守・メンテナンス等の年間ランニング費用 150,000

https://www.tmeic.co.jp/

東芝三菱電機産業システム株式会社

二流体加湿器TMfog

東京都中央区京橋3-1-1東京スクエアガーデン



製品・システムの概要・イメージ図

導入事例の概要・イメージ図

業種・分野 対象設備・プロセス 空気調和設備製造業

　　詳細は『TMfog』で検索し、ホームページを参照願います。


